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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

・7月分の身体測定ですが、一度に実施出来ない場合も考えられますので手が空いた際は提出期間前でも徐々に開始して行きましょう。

・7/8（火）に症例検討会議がありますので、対象となるスタッフは入力をして下さい。

・7/3（木）14時より職員ロッカーの点検があります。

・個人情報の記載されている用紙・メモ・ノート類は処分の際は持ち帰らずに、シュレッダーを掛けて処分するようにして下さい。

・硫化水素自殺防止に伴い、六十ハップの購入が1回に1本までの制限がかかったため、在庫を持つことが難しくなりました。今後発注する際には、余裕を持って無くなる前に発注を上げて下さい。在庫切れの際には申し訳ありませんが、入荷まで待ってもらうことになりますので、疥癬が発生した場合も早急に本数を揃える事が困難となります。

・7/25（金）～7/31（木）の期間で西病棟患者様のベッドマットの天日干しを行います。その際に、ベッド柵のフレームの掃除を行うようにしましょう。

7/28（月）に毛布洗濯があります。リネン交換時に一緒に下ろすようにして下さい。

8/18（月）に掛け布団洗濯があります。リネン交換時に一緒に下ろすようにして下さい。

10/13（月）に枕洗濯があります。リネン交換時に一緒に下ろすようにして下さい。

・ケアプロセスの入力についてですが、今後は看護共有フォルダ内に新しくフォルダを作成して行く予定です。保存方法や評価期間等の詳細についても委員会内で検討中ですので、分かり次第情報提供を行っていきます。

＜患者様連絡事項＞

・久保　清美様の日内変動で行った採血（7/3分の14時、17時、20時）は冷蔵庫で保存しておき、7/4（金）の深夜勤務者が下ろす事となっていますので、忘れずに下ろしましょう。

・出河　攻様～体重増加傾向あり、定期採血の結果でも中性脂肪の数値に以上が見られています。間食について本人へ確認すると「どうしても腹が減ってしまう」と訴え聞かれ、「1日で4回くらい食べている」と話されています。本人と相談し、今後は菓子類をスタッフ預かりとし栄養士の指導の下で本人へ渡す菓子の量を調整して行く事となります。余暇時の運動も促して行きましょう。以下の事に注意して行きましょう。

間食時間：11時、16時

間食の量：栄養士と相談し、指示に従って渡す

買い物の注意点：菓子類の制限はないが飲み物はお茶かブラックコーヒーとなり、ジュース類は買わない

＜自己服薬管理者評価・検討＞

・飲み忘れ、チェック忘れの方はいません。

＜コ・メディカル報告・検討＞

・上田　尚弘様～7/3（木）、OTの見学へ来ています。意欲的に取り組んでおり、パズルを行っています。本人からの希望聞かれ、7/4（金）からの導入となります。入院の経緯として、ご家族への暴力行為も見られている事から衝動行為の注意も必要なため、OTへの参加時は表情や言動の様子観察を行っていきましょう。

本人、てんかん発作があるため発作時は、病棟へ連絡し応援要請を行う事としています。また、発作時の対応についてもスタッフ間で検討して行く必要がありますので、作業スタッフ内でも検討して行きます。OTとしては、ストレスに対する発散方法を覚えて頂き気分の安定化を図る、意欲・活動性の維持や向上、作業能力の維持・改善を目指してアプローチして行きたいと思います。

・山下　拓也様～右足第5趾の骨折をしていますが行動に関する制限はない為、移動時のスタッフ付き添いを忘れずに行って下さい。本人、安静を保つ事が出来ない為、その都度の介入を行っていきましょう。

・中川原　義雄様～口調の軽さは継続して見られています。時折、他者への干渉や冗談か本当かが分からない発言も聞かれていますが、その事で他者とのトラブルとなる事はありません。引き続き、参加時や他者との接触があった際の様子観察をして行きましょう。

・三浦　るみ子様～7/3（木）、睡意が強く参加に時間要しています。スタッフの促しにてOTスタッフへ断りに行く事が出来ています。自分の思っている事や考えている事を話す事が出来ている部分を評価し、意欲・活動性の維持・向上へ繋げて行きたいと思います。

本人、一つの事を継続して行う事が出来ない様子ありますが、（飽きやすい性格との情報あり）参加時は菊地明子様など東病棟で一緒だった方との交流見られ、一緒に取り組む事が出来ています。

・泉川　ケイ子様～7/2（水）に西病棟へ転棟しています。転棟に関しての不安強い様子伺えましたが、知っている人が居たという事もあり安心している様子伺えます。また、男性に対しての妄想がある事から参加時・他者との接触時の様子観察を行っていきましょう。

＜患者様NCP評価・検討＞

・泉川　ケイ子様～西病棟へ移棟する際に不安感を訴える事があった為、新しくケアプランの立案を行っています。

#1　他者とのコミュニケーションが円滑に行えない（東病棟からの継続）

O-P

①表情、口調、行動

②他者との交流

③交流時の様子

④訴えの内容

⑤頸部ジストニア

T-P

①他者へ自分から話しか掛けてみるよう伝える

②訴えや困っている事があればスタッフに相談するよう伝える

③混乱した時はスタッフへ話すよう伝える

E-P

①思っている事はスタッフ又は他患者様へ話す事が出来るよう声掛け・アドバイスをする

②今までと環境は違うが他者とのコミュニケーションも必要である事を説明する

③会話が成立している時は出来ている事を伝え、自身に繋げられるよう声掛けをする

#2　環境の変化に伴う精神症状の出現

O-P

①表情、口調

②行動

③他者との交流状況

④訴えの内容

⑤夜間の睡眠状況

⑥不安感の有無

T-P

①不調時はスタッフへ話すよう伝える

E-P

①分からない事、不安な事はスタッフに伝えるよう促す

②ゆっくり、自分のペースで病棟に慣れるよう伝える

